
 
 

 

安

全

保

障

関

連

法

案

の

丁

寧

か

つ

具

体

的

な

議

論

を

求

め

る

意

見

書

 

   
 

戦

後

七

十

年

間

、

我

が

国

は

日

本

国

憲

法

の

下

で

平

和

国

家

と

し

て

歩

み

続

け

て

き

ま

し

た

。

専

守

防

衛

に

徹

し

、

他

国

に

脅

威

を

与

え

る

よ

う

な

軍

事

大

国

に

は

な

ら

ず

、

非

核

三

原

則

を

守

る

と

の

基

本

方

針

を

堅

持

し

て

き

ま

し

た

。

こ

の

根

幹

は

一

切

変

え

る

べ

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

の

前

提

に

立

っ

て

国

民

の

生

命

と

尊

厳

を

守

る

こ

と

が

政

府

の

最

も

重

要

な

責

務

で

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

い

か

な

る

紛

争

も

平

和

外

交

に

よ

っ

て

国

際

法

に

基

づ

く

解

決

を

行

う

こ

と

が

根

本

で

す

。

こ

の

理

念

に

基

づ

き

、

こ

れ

ま

で

我

が

国

は

、

積

極

的

な

平

和

外

交

を

展

開

し

て

い

ま

す

。

 

 

し

か

し

、

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

が

激

変

す

る

中

、

国

民

の

命

と

幸

せ

な

暮

ら

し

を

守

る

た

め

に

は

、

外

交

努

力

に

加

え

て

、

万

が

一

へ

の

備

え

も

怠

る

こ

と

は

許

さ

れ

な

い

と

の

意

見

も

あ

り

ま

す

。

 

 

現

在

、

参

議

院

に

お

い

て

平

和

安

全

法

制

の

関

連

法

案

が

審

議

さ

れ

て

い

ま

す

。

各

種

世

論

調

査

に

よ

り

ま

す

と

、

そ

の

内

容

や

重

要

性

に

つ

い

て

、

国

民

の

十

分

な

理

解

は

ま

だ

得

ら

れ

て

い

な

い

状

況

で

す

。

憲

法

の

平

和

主

義

、

専

守

防

衛

を

堅

持

し

、

国

民

が

真

に

納

得

し

安

心

で

き

る

安

全

保

障

政

策

を

構

築

す

べ

く

突

き

詰

め

た

議

論

を

行

う

こ

と

は

、

国

会

の

責

務

で

す

。

 

 

よ

っ

て

、

中

央

区

議

会

は

、

国

会

及

び

政

府

に

対

し

、

安

全

保

障

関

連

法

案

に

関

し

て

、

慎

重

な

審

議

を

す

る

と

と

も

に

、

国

民

の

疑

問

や

不

安

を

真

摯

に

受

け

止

め

、

よ

り

一

層

の

丁

寧

か

つ

具

体

的

な

議

論

を

強

く

要

請

し

ま

す

。

 

 
 

右

、

地

方

自

治

法

第

九

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

、

中

央

区

議

会

の

総

意

を

も

っ

て

意

見

書

を

提

出

し

ま

す

。

 

   
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

六

日

 

 
東

京

都

中

央

区

議

会

議

長

 

鈴

 

木

 

久

 

雄

 

  

参

議

院

議

長

 

内

閣

総

理

大

臣

 
 

 
 

外

務

大

臣

 

防

衛

大

臣

 

   

あ

て

 


